
 
【ＣＥＣ（陽イオン交換容量】 

・土壌がどの程度肥料分を保持できるかを示す 

・数値が高いほど肥料を保持する能力が高い 

・ＣＥＣが低いほど肥料を保持する能力が低い

ため、肥料が逃げやすい 

【りん酸吸収係数】 

・土壌にりん酸を施用しても、土壌に吸着され植

物が吸収できない形となりやすい。これを数値

化したもの 

・火山灰土壌では非常に強く、沖積土壌では弱く

なる 

【交換生塩基（石灰・苦土・加里）】 

・土壌にあり、植物に吸収されやすい形の

ものを交換性という。 

・塩基とは、石灰、苦土。加里である 

・適正範囲は、ＣＥＣにより異なる 

【ｐＨ】 

・土壌が酸性かアルカリ性かを示す 

・７が中性で、７未満が酸性、７を超えるとアルカリ性 

・ｐＨが適正でないと、微量要素などの養分が溶けず欠

乏症状が発生したり、溶けすぎて過剰障害が発生しや

すくなる 

【塩基飽和度】 

・肥料を保持できる量のうち、何％に塩基成分が保

持されているかを示す。100％を超えていれば、

土の能力以上に肥料がある。 

・数値は、石灰飽和度＋苦土飽和度＋加里飽和度 

【石灰、苦土、加里飽和度】 

・肥料を保持できるの量のうち、何％が石灰、苦土、

加里で満たされているかを示す 

【レーダーチャート】 

・外側が上限基準値、内側が下限基準値 

・外側と内側に〇があればよい 

・外側にはみ出ているものは、施用する必要

なし 

【資材名・施用量】 

・土壌診断結果により「大地くん」が計算

した土壌改良資材の量 

【塩基バランス】 

・塩基（石灰、苦土、加里）のバランスを

示す 

  石灰の吸収は苦土、加里の多用で抑制 

  苦土の吸収は加里の多用で抑制 

  加里の吸収は石灰、苦土の多用で抑制 

・算出方法 

 石灰／苦土比＝ 

(交換性石灰／28)／（交換性苦土／20） 

 苦土／加里比＝ 

   (交換性苦土／20）／（交換性加里／47） 

パソコンが考えたコメント 

分析者が考えたコメント 

【可給態りん酸】 

・土壌に含まれるりん酸のうち、作物が吸収できる量 

・りん酸は土壌を移動しにくい 

「Dr.大地」 


